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　ある地震予知観測項目に現れる異常 A（ そのあるものは地震 E の前兆であり，他は前兆でな

くいわゆるノイズである ）に基づいて地震予知業務を行う場合を考える。異常 A が現れたとき

には長さτの期間は地震 E の発生確率が宰常時より高いとみて，その期間（ 異常期間または警

戒期間 ）に対して予報を出すとする。いま，充分に長い期間（ 長さW ）中に地震E がＭ個発生

し，そのうちｍ個は A による異常期間内に，μ個はその他の期聞（ 正常期間 ）内に含まれると

する。また，W の間に異常 A は F 回出現し，そのうちｍ回はその異常期間内に地域E を含み，

ｎ回は含まないとする。この場合には第 1 表に示すようないろいろな確率が考えられる。ただ

し，T=W/ τとおき，Ｍ = ｍ + μ，F= ｍ ＋ｎ である。なお，地震 E，異常 A とも稀な現象

で，長さτ当りの平均発生（ 出現 ）度数と発生（ 出現 ）の確率は等しいと考えている。

　第 1 表の確率はみな異なるものであり，混同すべきでない。しかし，これらはまったく独立

なものではなく，p0，q0，p，q，r，s の 6 個の確率のうちの任意の 4 個の間には一つの関係

式が成り立つ。6 個から 4 個を選ぶ組合せは 15 通りあるが，第 2 表にこれら 15 個の関係式を

示す。これらの式は第 1 表の式によって容易に証明できる。

　以上は，異常期間の長さがτの一つの観測項目を考えた場合であるが，例えば n 個の観測項

目があるとき，それらに同時に異常が現れる場合を改めて一つの異常 A とみなすことにすれば，

この異常に対しても第 2 表の諸式は成り立つはずである。ただし，異常期間の長さがまちまち

では困るので，各項目の異常期間の長さは等しく τ であり，二つ以上の異常期間が重複すると

きには，それらの開始時も一致し完全に重なるという仮定を設ける。

　いま，上記の仮定を満たすπ個の独立な観測項目があるとする。i 番目の項目と j 番目の項

目が独立とは，i 番目の項目に異常が出るか否かは，j 番目の項目に異常が出るか否かには依

らないということである。i 番目の項目と j 番目の項目がまったく無関係というわけではない。

両者は地震E を通じて間接的に関係している。i 番目の項目による異常A，およびそれのみに

よる確率 p，q，r，s をそれぞれに添字 i を付けて示すと，第 3 表に掲げる三つの場合につい

ての p0，p，q，r，s はそれぞれ同表に示すような形で表される。q，s を表す式は独立性の

仮定から直ちに得られ，他の式は第 2 表の公式を用いて導かれる。

　上記の仮定が成り立たない場合の議論を含め，詳細は震研彙報に発表する予定である。
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第 1 表　地震予知に関する確率
Table 1   Probabilities related to earthquake prediction.
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第 2 表　確率間の関係式
Table 2   Relationa between six probabilities.

第 3 表　n 個の観測項目がある場合の地震予知に関する確率
Table 3   Expressions for multi-element prediction under the assumptions described in the text.
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